

































































































































　 以 上， 講 演「Some Hints on Pattern －
designing」において，モリスが写実的な自
然主義を否定し，幾何学的なデザインを批判
した点で，ヴィクトリア朝において流行して
いたデザインとも，前身や，周辺のデザイ
ナーのそれとも異なるものであることを示し，
また彼が装飾パターン・デザインに一定の想
像力を働かせる余地を許し，その実際の領域
を多層構造とすることを両立したことについ
て述べた。始めに着想ありき，という態度は
古典主義的ではあるが，同時にモリスは観察
を重視し着想に自然を従えてはならないと述
べており，ここには古典的な面と表現主義的
な面の興味深い一致があり，この秩序によっ
て彼独特の，パターン・デザインにおける矛
盾が合理的な解決を見ると考えられる。
